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 外国人労働者への関心が高まる中で、日本語教育推進基本法案が進められ、日本語の教

育にも注目が集まりつつある。しかし、生活に必要なカタカナ語の教育についての注目度

は低い。陣内 (2009) や中山他（2008）の調査結果を見てもカタカナ語の教育の発展が必

要だと言える。また、日本の教育では学習者主体の授業が叫ばれており、日本語教育も例

外ではない。稿者は経験から、語彙をしっかり理解するためには「気づき」が必要である

と考えた。そこで、本研究では気づきを促すために「協働学習」を用いたカタカナの教育

を行い、カタカナ語の気づきにはどのようなものがあるかを観察するとともに、この教育

の有用性を考察することを目的とした。 

 カタカナ語の教育に関する先行研究は稿者の見る限り少なく、山下他（2013）のように

カタカナ語の表記法を教えるものが多い。しかし、カタカナ語の表記は日本語化の法則が

多く「ゆれ」もあり、さらに稿者の調査で日本語教師によっても違うことが明らかになっ

ている。そのため、暗記するのも困難である。そこで、村岡（2012）の Language Awareness

の気づきと小柳（2017）の第二言語習得の気づきを参考に、気づきを促すカタカナ語の教

育を行うことにした。舘岡（2000,2005）や横山（2004）により、アウトプットや仲間との

相互作用から多くの気づきを得られることが期待できるため、協働学習であるプロジェク

ト型学習を行うことにした。高山（2008）や村岡（2013）のプロジェクト型学習の結果か

らも気づきが観察されている。本研究では関（2010）の漢字プロジェクトを参考に実践を

行い、以下 3 つの研究目的を明らかにすることにした。 

1．カタカナ語ではどのような気づきがみられるか？ 

2．プロジェクト型学習による協働的なカタカナ学習によって、日本語学習者はカタカナ語

の何について、どのように気付くか？ 

3．カタカナ語の協働学習は有用性があるのか？ 

 研究はアクション・リサーチを用い、カタカナ語の協働学習を記録した。実践は 3 回行

い、実践 AB を第一回、実践 C を第二回と分けた。データ収集はテスト、アンケート、ポー

トフォリオから行い、第二回は録音を西（2017）を参考に LRE の定義と分類を決定し分析

を行った。本稿での定義は「協働学習の中で学習者が発表するカタカナ語の、似ている言

葉について、同じ意味の日本語について、原語について、カタカナ語そのものについての

疑問が語られたり、気づいたことを話あっている部分」とする。第一回の実践から母語で

対話ができるグループと日本語を共通言語として対話をするグループでは気づきに違いが

ある様子だったため、分析の分類は漢字圏非漢字圏の混合グループの協働対話と漢字圏の

グループの協働対話とした。 

 気づきは、似ている言葉、カタカナ語と同じ意味の日本語、原語とカタカナ語、母語と

の関係、カタカナの言葉そのものについて語られている 5 つの部分から観察でき、分析結

果から分かったことは二つあった。一つはグループによって談話の視点が違うことである。

漢字圏グループはその言葉の意味を深く理解しようとしている場面が多く、混合グループ

は 1 つの言葉から似ている言葉を連想したり表記に焦点が当てられたりと、あまり意味に

ついて深く話すことはなかった。もう一つはプロジェクトの成功にグループの違いは関係

ないことである。実践Ａは漢字圏のみのグループでプロジェクトは成功したが、実践Ｃの

漢字圏グループは成功しなかった。実践Ｂと実践Ｃの混合グループも同様の結果となり、

成功するかどうかはグループの編成に関係がないことの裏付けになった。研究目的 1 のカ
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タカナ語ではどのような気付きが見られるかについては、混合グループの方が表記発音に

関する気づきが多く、漢字圏グループの方が意味に関する気づきが多いことが分かった。

また、気づきの総数でいうと混合グループの方が多かったが、漢字圏グループの方が種類

が多いことも分かった。研究目的 2 のプロジェクト型学習による協働的なカタカナ学習に

よって、日本語学習者はカタカナ語の何について、どのように気付くかについては、グルー

プによっても異なるが、カタカナ語の表記や意味について、事前の情報収集または他者の

指摘によって気づくことが多いことが分かった。研究目的 3 のカタカナ語の協働学習は有

用性があるのかについては、カタカナ語を協働学習で行うことは 1 人で暗記するよりも

様々な問題に気づけ、面白さにつながると言う点で有効であると言えた。改善点も多いが、

カタカナ語の協働学習は多くの気づきを得られ、興味も持つことができるため、今後も試

していく価値がある。 
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